新知見の中国の仏足石いくつか by 石田, 肇
新
知
見
の
中
国
の
仏
足
石
い
く
つ
か
群
馬
大
学
教
育
学
部
社
会
科
教
育
講
座
石
田
肇
一
仏
足
石
と
は
仏
像
が
造
立
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
仏
陀
の
象
徴
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
仏
陀
が
立
っ
て
い
る
が
ご
と
く
に
仏
陀
の
足
裏
を
そ
の
妙
相
と
と
も
に
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
形
態
・
意
匠
は
様
々
で
あ
る
が
、
石
の
ほ
か
木
版
、
金
属
製
の
も
の
も
知
ら
れ
、
足
跡
を
敬
仰
す
る
こ
と
で
仏
陀
を
信
仰
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
起
源
は
遺
物
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も
紀
元
前
二
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
の
ク
リ
シ
ュ
イ
ナ
ー
河
流
域
地
方
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
、
仏
足
石
信
仰
は
仏
教
の
北
伝
・
南
伝
に
と
も
な
っ
て
各
地
に
伝
播
し
、
中
央
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
朝
鮮
、
日
本
、
あ
る
い
は
セ
イ
ロ
ン
や
ビ
ル
マ
、
タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
に
伝
わ
り
、
各
地
で
様
々
な
形
態
・
意
匠
を
も
っ
た
仏
足
石
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
小
稿
で
は
こ
れ
ら
仏
足
石
の
う
ち
、
筆
者
が
後
掲
?
で
紹
介
し
た
後
に
知
り
得
た
中
国
の
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
中
国
の
仏
足
石
に
関
わ
る
簡
単
な
研
究
史
、
仏
足
石
の
一
覧
、
新
知
見
の
仏
足
石
の
紹
介
、
仏
足
石
研
究
に
関
わ
る
問
題
点
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、
仏
足
、
仏
足
石
、
仏
足
迹
、
仏
足
蹟
な
ど
表
記
の
仕
方
は
様
々
で
あ
る
が
、
簡
体
字
で
仏
足
迹
と
あ
る
場
合
は
基
本
的
に
は
仏
足
跡
と
し
、
ま
た
典
拠
史
料
に
従
う
こ
と
に
す
る
。
二
日
本
で
の
第
二
次
大
戦
前
の
中
国
仏
足
石
の
研
究
と
し
て
は
、
①
常
磐
大
定
?
関
野
貞
『
支
那
仏
教
史
蹟
』
巻
九
、
巻
十
二
（
一
九
四
〇
、
四
一
、
仏
教
史
蹟
研
究
会
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
こ
の
分
野
の
研
究
の
嚆
矢
と
い
え
る
。
前
者
で
は
西
安
・
臥
龍
寺
、
崇
山
・
少
林
寺
、
寧
波
・
阿
育
王
寺
の
仏
足
石
碑
の
拓
本
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
解
説
が
あ
る
。
後
者
は
北
京
・
大
正
覚
寺
（
真
覚
寺
・
五
塔
寺
）
の
仏
足
石
に
言
及
し
て
い
る
が
写
真
は
な
い
。
戦
後
に
な
る
と
、
②
金
井
嘉
佐
太
郎
『
仏
足
石
の
研
究
』（
一
九
七
一
年
、
仏
教
書
林
中
山
書
房
）
が
刊
行
さ
れ
、
中
国
の
仏
足
石
が
か
な
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
文
献
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
、
仏
足
石
の
研
究
誌
で
あ
る
③
『
双
魚
』（
双
魚
洞
）
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
の
仏
足
石
に
詳
し
い
が
、
そ
の
十
二
号
（
一
九
七
九
）
に
は
七
つ
の
中
国
の
仏
足
石
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
惜
し
い
こ
と
に
こ
の
雑
誌
は
一
九
八
三
年
に
十
五
号
を
も
っ
て
閉
刊
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
④
日
比
野
丈
夫
「
北
京
五
塔
寺
仏
足
石
」（『
双
魚
』
九
号
、
一
九
七
八
年
）
は
表
題
の
仏
足
石
の
写
真
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教（
ラ
マ
教
）
― ―11
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仏
足
石
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑤
韓
偉
「
陝
西
的
仏
足
造
像
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
二
期
）
は
陝
西
省
の
仏
足
石
を
本
格
的
に
紹
介
し
た
も
の
で
、
う
ち
宜
君
県
・
玉
華
宮
、
耀
県
・
文
化
館
の
二
例
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
⑥
加
藤
諄
『
仏
足
石
の
た
め
に
日
本
見
在
仏
足
石
要
覧
』（
一
九
八
〇
年
、
築
地
書
館
）
は
副
題
が
示
す
よ
う
に
日
本
現
存
の
仏
足
石
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
研
究
史
に
も
詳
し
い
。
一
方
、
坂
詰
秀
一
は
ア
ジ
ア
各
地
の
仏
足
石
に
つ
い
て
一
連
の
報
告
を
し
て
い
た
が
、
⑦
坂
詰
「
中
国
の
仏
足
石
」（『
立
正
史
学
』
五
二
号
、
一
九
八
二
年
）
⑧
坂
詰
「
仏
足
石
信
仰
の
流
伝
」（『
立
正
史
学
』
五
三
号
、
一
九
八
三
年
）
の
両
者
を
発
表
し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
成
果
を
集
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
⑨
森
貞
雄
『
仏
足
跡
を
た
ず
ね
る
』（
一
九
八
三
年
、
仏
足
跡
研
究
所
）
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
時
期
、
仏
足
石
関
係
の
著
作
や
報
告
が
相
次
い
だ
。
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
に
あ
っ
て
、
⑩
石
田
「
蘇
東
坡
と
佛
迹
」（『
不
手
非
人
』
九
号
、
一
九
八
三
年
）
?
石
田
「
中
国
仏
足
石
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
」（
大
川
富
士
夫
編
・
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
『
中
国
史
上
よ
り
見
た
中
国
文
化
の
伝
播
と
文
化
変
容
』）
一
九
八
四
年
）
を
報
告
し
た
。
以
下
、
?
に
記
し
た
仏
足
石
の
一
覧
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
が
、?
一
?現
存
仏
足
石
、?
二
?
嘗
て
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
主
な
も
の
、?
三
?
文
献
に
の
み
見
え
る
が
仏
足
石
か
は
あ
や
し
ま
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
感
応
譚
の
類
や
自
然
石
を
仏
足
石
に
見
立
て
た
も
の
、
の
三
者
に
分
類
し
て
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
尚
（
）
内
は
主
な
関
係
文
献
で
あ
り
、
?
の
報
告
後
、
知
り
得
た
も
の
も
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
?
一
?
現
存
仏
足
石
?1
）
陝
西
省
宜
君
県
・
玉
華
宮
（
顕
慶
四
年
〜
麟
徳
元
年
、
六
五
八
〜
六
六
四
か
。
蘆
建
国
「
陝
西
銅
川
唐
玉
華
宮
遺
址
調
査
」（『
考
古
』
一
九
七
八
年
第
六
期
）、
⑤
、
?
）
?2
）
陝
西
省
耀
県
・
文
化
館
（
宋
代
か
。
⑤
、
?
）
?3
）
西
安
・
臥
龍
寺
（
洪
武
丁
卯
、
一
三
八
七
年
。
①
、
⑤
、
?
）
?4
）
北
京
・
五
塔
寺
（
大
正
覚
寺
・
真
覚
寺
。
成
化
九
年
、
一
四
七
三
。
①
、
④
。
羅
哲
文
『
五
塔
寺
』、
一
九
五
七
年
、
文
物
出
版
社
。
?
）
?5
）
河
南
省
崇
山
・
少
林
寺
（
嘉
靖
四
五
年
、
一
五
六
六
。
①
、
?
、
?
）
?6
）
浙
江
省
寧
波
・
阿
育
王
寺
（
光
緒
癸
未
、
一
八
八
三
。
①
、
?
）
?
二
?
嘗
て
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
主
な
も
の
?7
）
陝
西
省
西
安
・
玉
華
寺
（『
義
楚
六
帖
』
巻
一
）
?8
）
陝
西
省
西
安
・
普
光
寺
（
日
本
奈
良
・
薬
師
寺
仏
足
石
銘
文
）
?9
）
浙
江
省
寧
波
・
阿
育
王
寺
（『
法
苑
珠
林
』
巻
三
六
、『
唐
大
和
上
東
征
伝
』）
?10
）
浙
江
省
寧
波
・
延
慶
寺
（
韓
国
・
安
国
寺
仏
足
石
木
版
、
①
）
?11
）
山
西
省
五
台
県
・
金
閣
寺
（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
三
）
右
十
一
例
が
坂
詰
の
整
理
に
よ
る
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
（
7
）
の
玉
華
寺
は
（
1
）
の
玉
華
宮
と
同
じ
で
あ
り
、
?
に
よ
る
と
新
し
く
断
片
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
?
も
同
様
の
理
解
で
あ
る
。
拙
稿
を
訂
正
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、
記
述
が
煩
雑
に
な
る
の
で
、
通
し
番
号
は
変
更
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
に
加
え
る
に
次
の
二
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
?12
）
梁
簡
文
帝
仏
跡
（『
広
弘
明
集
』
巻
一
六
）
?13
）
湖
南
省
衡
山
・
高
台
恵
安
禅
院
（『
南
獄
総
勝
集
』）
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
に
は
仏
陀
の
足
の
裏
の
妙
相
が
刻
さ
れ
て
い
る
。（
12
）は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
が
、（
13
）
は
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
巻
五
（
増
訂
版
一
九
七
四
年
、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）
の
「
仏
足
石
」
の
項
で
既
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
『
南
獄
総
勝
集
』
巻
中
に
記
事
が
あ
り
、
衡
陽
県
令
で
あ
っ
た
張
の
「
高
台
詩
」
が
引
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
坂
詰
は
以
下
に
あ
げ
る
よ
う
な
仏
足
石
の
七
例
は
あ
げ
て
い
な
い
。
石 田 肇
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そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
は
文
献
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
拓
本
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
仏
足
石
か
は
な
は
だ
怪
し
ま
れ
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
感
応
譚
あ
る
い
は
自
然
石
を
仏
足
石
に
見
立
て
た
も
の
も
あ
る
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
（
14
）
か
ら
（
20
）
ま
で
の
七
例
は
②
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
既
に
西
教
寺
潮
音
（
一
七
八
三
〜
一
八
三
三
）
の
『
仏
蹟
志
』
で
関
係
文
献
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
金
井
は
こ
れ
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
?14
）
唐
・
州
・
想
思
寺
（『
法
苑
珠
林
』
巻
一
四
、『
続
高
僧
伝
』
巻
三
五
、
?
）
?15
）
唐
・
循
州
・
霊
寺
（『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
二
）
?16
）
唐
・
蜀
州
漢
州
・
三
学
山
寺
（『
法
苑
珠
林
』
巻
三
五
、『
集
神
州
三
宝
感
通
録
』
巻
二
）
?17
）
隋
・
秦
州
・
永
寧
寺
（『
続
高
僧
伝
』
巻
三
六
）
?18
）
唐
・
明
州
・
若
山
（『
宋
高
僧
伝
』
巻
二
六
）
?19
）
宋
・
白
水
・
仏
迹
院
（『
東
坡
志
林
』
巻
一
、
⑧
）
?20
）
唐
・
成
州
・
大
足
仏
跡
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
七
、
?
）
の
七
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
る
に
、
?21
）
清
・
広
東
省
・
華
峯
山
仏
蹟
巌
（『
華
峯
山
志
』
巻
一
）
を
あ
げ
え
よ
う
。（
18
）に
関
し
て
は
史
料
が
見
つ
か
り
、
後
述
の
よ
う
に
現
存
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
若
山
と
記
す
よ
り
も
、
史
料
に
従
え
ば
達
蓬
山
（
大
蓬
山
）
と
す
る
方
が
よ
い
。
以
上
、
前
掲
?
で
あ
げ
た
仏
足
石
あ
る
い
は
仏
足
石
状
の
も
の
を
一
覧
し
た
次
第
で
あ
る
。
三
筆
者
が
?
を
書
い
て
か
ら
既
に
三
十
年
近
く
経
過
し
て
お
り
、
見
落
と
し
て
い
る
仏
足
石
の
例
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、こ
の
間
に
新
た
な
報
告
が
な
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
教
示
さ
れ
た
り
、
見
い
だ
し
た
り
し
た
仏
足
石
の
例
や
史
料
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
記
す
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
中
国
の
仏
足
石
に
言
及
し
た
著
作
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
?
丹
羽
基
二
『
図
説
世
界
の
仏
足
石
』（
一
九
九
二
年
、
名
著
出
版
）
は
各
国
の
仏
足
石
の
写
真
を
多
く
示
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
?
松
久
保
秀
胤
『
み
仏
の
踏
み
し
蹟
と
こ
ろ
』（
一
九
九
九
年
、
薬
師
寺
）
は
、
仏
足
石
の
写
真
集
で
あ
る
が
、
従
来
未
知
の
中
国
の
仏
足
石
の
写
真
を
数
例
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
、
い
く
つ
か
の
報
告
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
。
?
蘇
思
義
・
楊
暁
捷
・
劉
笠
蒼
「
少
林
寺
《
釈
迦
如
来
双
迹
霊
相
図
》
碑
」（『
中
原
文
物
』
一
九
八
六
年
第
Ⅱ
期
）
?
孫
修
身
・
趙
玉
安
・
席
延
昭
「
河
南
省
鞏
義
市
慈
雲
寺
調
査
記
述
」（『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
九
年
第
三
期
）
?
彭
徳
斌
・
温
太
平
「
鎮
山
宝
失
踪
千
年
後
尋
回
、〞
仏
足
迹
〝
石
重
現
仏
石
山
」
（w
w
w
.qzw
b.com
、
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
。
筆
者
未
見
、
?
参
照
）
?
林
福
龍
「
千
年
仏
脚
印
重
現
仏
迹
山
」（『
東
南
早
報
』
二
〇
〇
三
年
五
月
六
日
第
七
版
。
筆
者
未
見
、
?
参
照
）
?
『
北
京
文
物
精
粋
大
系
・
石
刻
』（
二
〇
〇
四
年
、
北
京
出
版
社
）
?
禄
民
・
王
民
「
玉
華
寺
遺
址
的
発
現
的
研
究
」（『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
?
小
草
「
青
花
山
慈
雲
寺
」（『
中
国
文
物
報
』
二
〇
〇
八
年
七
月
四
日
）
?
班
彦
欽「
山
西
州
｜
遺
世
独
立
大
白
塔
」（w
w
w
.sxxz.gov.cn
、
二
〇
〇
九
年
八
月
一
三
日
。
筆
者
未
見
、
?
参
照
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
?
李
静
傑
「
仏
足
迹
図
像
的
伝
播
与
信
仰
｜
以
印
度
与
中
国
為
中
心
」（
上
・
下
）
（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
二
〇
一
一
年
第
四
・
五
期
）
は
副
題
に
あ
る
よ
う
に
イ
ン
ド
と
中
国
の
仏
足
跡
に
詳
し
く
、
中
国
に
関
し
て
は
新知見の中国の仏足石いくつか
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?
で
あ
げ
て
い
な
い
も
の
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ま
た
図
版
も
多
く
、
現
段
階
で
は
一
番
優
れ
た
報
告
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
地
域
別
に
あ
げ
て
簡
単
に
説
明
し
て
ゆ
き
、
い
く
つ
か
の
も
の
は
写
真
を
示
す
。
寺
名
な
ど
の
つ
ぎ
の
（
）
内
に
関
係
文
献
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
A
北
京
市
?22
）
霊
光
寺
（『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
彙
編
』
五
六
巻
、
一
九
九
〇
年
、
中
州
古
籍
出
版
社
）
石
景
山
区
西
山
八
大
処
に
あ
る
霊
光
寺
の
霊
光
寺
碑
（
成
化
十
五
年
・
一
四
七
九
）
碑
陰
に
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
の
「
如
来
三
十
二
相
図
」
と
と
も
に
、
下
部
に
図
Ⅰ
の
「
釈
迦
如
来
双
跡
霊
相
図
説
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
拓
本
彙
編
』に
よ
る
と
碑
身
は
二
〇
五
×
九
六
で
、
碑
額
は
四
一
×
三
五
㎝
で
あ
り
、「
釈
迦
如
来
双
跡
霊
相
図
説
」
の
拓
本
の
大
き
さ
は
四
〇
×
四
九
㎝
と
あ
る
。
銘
文
は
（
3
）
西
安
・
臥
龍
寺
の
仏
足
石
碑
銘
文
を
刻
し
た
う
え
で
、
嘉
靖
四
十
五
年
歳
在
丙
寅
仲
春
望
日
欽
依
祖
庭
少
林
寺
伝
授
曹
洞
正
宗
第
二
十
四
世
嗣
祖
沙
門
宗
書
同
門
人
上
石
と
あ
り
、
一
見
し
て
こ
れ
は
嘉
靖
四
五
年
（
一
五
六
六
）
の
刻
で
、
少
林
寺
の
法
灯
に
関
わ
る
宗
書
ら
の
上
石
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、『
拓
本
彙
編
』の
解
説
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
部
分
も
含
め
て
行
数
、
一
行
の
字
数
な
ど
は
異
な
る
が
、
文
章
そ
の
も
の
は
す
べ
て
少
林
寺
仏
足
石
碑
の
銘
文
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
霊
光
寺
の
仏
足
石
碑
は
臥
龍
寺
・
少
林
寺
の
仏
足
石
碑
の
流
れ
を
ひ
く
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ
れ
は
嘉
靖
四
五
年
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
何
故
か
『
拓
本
彙
編
』
に
は
双
跡
す
な
わ
ち
仏
足
の
部
分
の
拓
本
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
十
数
年
前
の
年
末
に
霊
光
寺
を
訪
ね
て
こ
の
碑
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
ま
た
寺
の
関
係
者
に
聞
い
て
も
知
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
こ
の
碑
に
は
仏
足
の
図
は
刻
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
京
図
書
館
の
拓
本
を
見
る
こ
と
と
と
も
に
後
考
に
ま
ち
た
い
。
?23
）
褒
禅
寺
（
長
寿
庵
、
華
蔵
弥
陀
寺
）（
?
、
?
、
阿
南
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
史
代
著
、
小
池
春
子
訳
『
千
年
の
都
・
北
京
樹
と
石
と
水
の
物
語
』
二
〇
〇
八
年
、
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社
）
西
直
門
の
東
南
の
方
向
に
あ
た
る
西
四
北
八
条
胡
同
の
褒
禅
寺
に
あ
っ
た
が
、
現
在
、
寺
は
民
家
に
な
っ
て
お
り
、
碑
石
は
北
京
石
刻
芸
術
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
?
に
よ
る
と
阿
南
氏
の
発
見
と
い
う
。
阿
南「
崇
拝
さ
れ
て
き
た
仏
足
石
」
（『
人
民
中
国
』
二
〇
〇
五
年
、
十
一
月
号
）
な
ど
に
も
見
え
る
。
?
に
よ
る
と
碑
は
通
高
二
五
〇
、
幅
六
八
、
厚
二
一
㎝
で
あ
り
、
拓
本
の
写
真
を
掲
載
す
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
碑
首
の
部
分
は
な
い
。
阿
南
氏
蔵
の
碑
首
拓
本
に
よ
る
と
、
碑
額
の
部
分
に
は
以
下
の
九
字
四
行
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
諸
行
無
常
是
生
滅
法
生
滅
滅
已
寂
滅
為
楽
如
来
證
涅
槃
永
断
於
生
死
若
有
至
心
聴
常
得
無
量
楽
こ
の
よ
う
な
型
式
の
碑
額
は
異
例
と
い
え
よ
う
。
図
Ⅱ
は
?
に
よ
る
。
こ
の
写
真
と
阿
南
氏
蔵
拓
本
に
よ
り
銘
文
の
釈
文
を
示
す
が
、
不
分
明
な
文
字
が
い
く
つ
か
あ
り
□
で
示
す
。
銘
文
は
臥
龍
寺
の
そ
れ
に
続
け
て
、洪
武
丁
卯
長
安
臥
龍
禅
寺
※
重
※：
業
満
／
徳
明
（
と
も
に
僧
侶
の
名
）
比
丘
華
蔵
僥
倖
得
妙
相
自
念
無
始
已
来
□
三
悪
道
不
見
不
聞
不
知
不
覚
千
□
罕
遇
？
万
劫
難
聞
今
逢
霊
相
消
万
劫
重
罪
滅
累
世
冤
普
願
有
情
同
證
□
上
仏
果
妙
相
云
云
耳
万
暦
壬
辰
仲
夏
下
旬
八
日
書
頂
礼
哀
□
叩
拝
重
上
石
□
□
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石 田 肇
聖
跡
在
西
直
門
裏
□
□
官
廟
後
華
蔵
弥
陀
寺
立
と
あ
る
。
万
暦
壬
辰
（
二
十
）
年
（
一
五
九
二
）
の
も
の
で
、
銘
文
、
双
跡
と
も
に
臥
龍
寺
の
仏
足
石
碑
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
?24
）
雍
和
宮
（
?
）
雍
和
宮
は
著
名
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院
で
、
五
塔
寺
と
同
じ
く
双
跡
が
爪
先
を
上
に
し
て
刻
さ
れ
て
お
り
、
千
幅
輪
と
ぼ
し
い
模
様
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
図
Ⅲ
は
?
に
よ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
系
の
仏
足
石
で
あ
る
。
阿
南
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
置
か
れ
て
い
る
場
所
は
未
詳
で
、一
般
人
の
入
れ
る
場
所
に
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
僧
坊
な
ど
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
B
山
西
省
?25
）
五
台
県
・
塔
院
寺
（
?
、
?
）
阿
南
氏
の
教
示
に
よ
る
。
塔
院
寺
は
五
台
山
の
五
台
県
に
あ
り
、
?
、『
中
国
文
物
地
図
集
・
山
西
分
冊
』（
一
九
九
八
年
、
中
国
地
図
出
版
社
）
に
よ
る
と
、
碑
首
の
題
額
は
「
仏
足
霊
相
之
碑
」
で
、
上
部
に
六
尊
の
仏
像
を
刻
し
、
中
部
に
「
釈
迦
如
来
双
脚
霊
相
図
」
と
あ
る
。
そ
の
下
に
一
双
の
仏
足
の
図
を
刻
す
。
碑
高
二
四
〇
、
幅
七
五
、
厚
さ
一
九
㎝
、
仏
足
の
長
さ
五
〇
、
幅
二
〇
㎝
で
花
紋
な
ど
の
図
が
あ
る
と
い
う
。
碑
文
や
図
像
は
西
安
の
臥
龍
寺
仏
足
石
碑
と
一
致
し
、
万
暦
十
年
（
一
五
八
二
）
の
立
石
と
あ
る
。
碑
文
に
よ
る
と
こ
の
時
期
、
塔
院
寺
の
修
理
が
終
了
し
、
少
林
寺
の
僧
侶
が
仏
足
石
の
図
様
（
お
そ
ら
く
は
拓
本
）
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
い
う
。
C
内
モ
ン
ゴ
ル
?26
）
フ
フ
ホ
ト
・
慈
灯
寺
舎
利
宝
塔
阿
南
氏
の
教
示
に
よ
る
。
舎
利
宝
塔
は
五
塔
と
俗
称
さ
れ
、
フ
フ
ホ
ト
市
五
塔
寺
后
街
の
慈
灯
寺
に
あ
る
。
舎
利
宝
塔
は
雍
正
五
年
（
一
七
二
七
）
に
建
て
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
仏
足
石
は
こ
れ
以
後
の
も
の
で
、
図
Ⅳ
は『
中
国
文
物
地
図
集
内
蒙
古
自
治
区
分
冊
上
』（
一
九
九
七
年
、
中
国
地
図
出
版
社
）に
よ
る
。
意
匠
は
北
京
の
五
塔
寺
の
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
系
の
仏
足
石
で
あ
る
。
D
浙
江
省
?18
）
明
州
・
若
山
補
記
?
で
は
文
献
に
の
み
見
え
る
も
の
と
し
て
あ
げ
た
が
、
い
く
つ
か
の
史
料
に
よ
る
と
こ
れ
は
現
存
し
、
慈
谿
市
大
蓬
山
（
達
蓬
山
）
の
磨
崖
に
刻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
寧
波
付
近
の
仏
足
石
に
関
わ
る
信
仰
に
は
注
目
す
べ
き
点
も
あ
る
の
で
こ
の
点
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
き
た
い
。
若
山
の
仏
足
石
の
記
述
は
金
井
②
で
は
潮
音
の
『
仏
跡
志
』
に
引
く
『
宋
史
』
に
依
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
宋
高
僧
伝
』
に
も
見
え
、
よ
り
詳
し
く
は
唐
の
人
、
常
寂
大
師
（
七
二
四
〜
七
八
六
）
惟
実
の
行
状
で
あ
る
光
緒
『
慈
谿
県
志
』
巻
五
十
の
常
寂
大
師
行
状
碑
（
元
豊
五
年
）
に
見
え
る
。
そ
の
関
連
部
分
は
、
明
州
慈
谿
県
香
山
智
度
寺
真
身
常
寂
大
師
行
状
。
大
師
諱
惟
実
、
俗
姓
湯
、
杭
州
富
春
人
。（
中
略
）遂
振
錫
至
慈
谿
県
之
若
山
欲
居
。
而
神
人
夜
告
曰
、
達
蓬
聖
迹
名
山
宜
矣
。
大
師
以
謂
、
冥
合
師
言
、
待
旦
而
行
。
果
得
所
謂
達
蓬
山
者
。
深
嵓
絶
、
石
壁
削
立
、
而
壁
間
隠
然
有
大
仏
足
迹
、
遂
結
庵
焉
。
時
天
宝
十
四
年
乙
未
也
。（
中
略
）大
暦
八
年
、
刺
史
裴
奏
請
謂
、（
中
略
）
乞
以
香
山
寺
為
額
優
。
詔
従
之
。
と
あ
る
。
同
様
の
記
述
は
同
書
の
真
応
大
師
賜
号
碑
（
元
豊
五
年
）
に
も
見
え
る
。
常
寂
大
師
が
慈
谿
県
の
若
山
に
至
っ
た
折
、
神
人
の
お
告
げ
に
よ
り
達
蓬
の
石
壁
に
仏
足
迹
を
見
い
だ
し
、
天
宝
十
四
年
（
七
五
五
）、
こ
こ
に
仏
迹
庵
を
結
び
、
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
に
香
山
寺
と
い
う
寺
額
を
賜
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
地
方
志
の
記
述
と
し
て
は
『
宝
慶
四
明
志
』
巻
十
七
の
『
慈
谿
県
志
』
巻
二
に
簡
略
な
記
述
が
見
え
る
。
ま
た
同
じ
く
光
緒
『
慈
谿
県
志
』
巻
五
十
に
は
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
と
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）
の
「
仏
蹟
巌
題
名
」
が
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
「
仏
跡
」「
仏
足
石
」
の
文
字
が
見
え
、
こ
れ
ら
は
こ
の
仏
足
迹
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
『
寧
波
市
志
』
巻
下
（
一
九
九
五
年
、
中
華
書
局
）
に
よ
る
と
慈
谿
市
城
東
三
〇
㎞
の
大
蓬
山
（
達
蓬
山
）
に
は
磨
崖
題
刻
が
あ
り
、
前
記
「
仏
蹟
巌
題
名
」
は
現
存
し
て
お
り
、『
中
国
文
物
地
図
集
』
浙
江
分
冊
下
（
二
〇
〇
九
年
）
に
も
解
説
が
あ
る
。『
延
祐
四
明
志
』
巻
七
の
「
山
川
・
慈
谿
県
」
の
大
蓬
山
の
説
明
に
は
、
― ―15
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又
名
達
蓬
山
、
山
上
有
巌
高
四
五
丈
、
又
有
石
穴
深
三
丈
餘
。
巌
上
有
三
仏
跡
、
上
多
芳
草
。
又
云
、
秦
始
皇
至
此
、
欲
自
此
入
蓬
莱
、
故
号
達
蓬
山
。
下
有
智
度
寺
。
と
あ
っ
て
、
宋
代
で
も
大
蓬
山
あ
る
い
は
達
蓬
山
と
い
い
、
そ
こ
に
は
仏
跡
が
あ
り
、
芳
草
つ
ま
り
蓬
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
始
皇
帝
が
蓬
莱
に
行
こ
う
と
欲
し
た
の
で
達
蓬
山
と
号
し
た
こ
と
、
山
下
に
は
智
度
寺
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
現
在
、
磨
崖
は
慈
谿
市
に
属
し
、
香
山
寺
（
智
度
寺
）
は
鎮
海
区
に
属
し
て
お
り
、
両
者
は
隣
り
合
っ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
地
を
訪
ね
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
写
真
も
な
い
の
で
現
況
は
未
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
は
磨
崖
の
窪
み
を
仏
足
跡
に
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、『
寧
波
仏
教
史
』（
二
〇
〇
七
年
、
中
央
編
訳
出
版
社
）
に
よ
る
と
、
香
山
寺
は
文
化
大
革
命
中
に
破
壊
さ
れ
、
寺
内
に
香
山
金
仏
や
石
岩
流
香
、
そ
し
て
仏
足
な
ど
の
八
景
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
寧
波
に
は
（
6
）
阿
育
王
寺
の
光
緒
九
年
の
臥
龍
寺
式
の
仏
足
石
碑
が
現
存
し
、
ま
た
同
寺
に
は
（
9
）
の
嘗
て
存
在
し
た
も
の
が
あ
り
、
一
方
、（
10
）の
よ
う
に
延
慶
寺
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
に
記
す
（
27
）
阿
育
王
寺
と
天
童
寺
の
仏
足
の
例
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
寧
波
に
は
仏
足
石
に
関
わ
る
事
例
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
既
に
?
で
足
跡
信
仰
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
寧
波
に
も
そ
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。『
宝
慶
四
明
志
』
巻
十
二
の
県
に
は
、
石
臼
山
県
西
南
五
十
里
、
光
同
郷
山
坡
有
石
円
、
而
闊
可
二
丈
、
中
有
穴
似
臼
。
世
伝
葛
仙
翁
煉
丹
之
所
。
旁
有
二
足
跡
、
世
謂
之
仙
跡
。
と
い
っ
た
仙
跡
の
記
述
が
見
え
、
同
巻
二
十
一
の
象
山
県
に
も
仙
跡
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
寧
波
に
仏
足
石
関
係
の
記
録
が
多
い
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
足
跡
信
仰
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
?27
）
県
・
天
童
寺
と
阿
育
王
寺
の
仏
足
天
童
寺
と
阿
育
王
寺
は
寧
波
の
著
名
な
寺
院
で
と
も
に
五
山
に
数
え
ら
れ
る
。
道
光
『
天
童
寺
志
』
巻
一
の
「
山
川
」
に
、
又
石
曰
仏
蹟
、
在
北
山
石
壁
上
、
其
痕
広
四
寸
許
。
と
あ
る
。
各
種
の
『
四
明
志
』
が
こ
の
仏
蹟
を
あ
げ
て
い
な
い
点
は
危
ぶ
ま
れ
る
が
、
こ
の
『
天
童
寺
志
』
は
「
仏
蹟
」
の
説
明
に
『
乾
道
四
明
図
経
』
巻
八
の
宋
の
人
舒
の
七
絶
「
仏
跡
」
を
引
き
、
ま
た
『
天
童
寺
続
志
』
巻
上
で
も
こ
の
「
仏
蹟
」
を
あ
げ
て
明
の
次
特
の
七
絶
を
引
き
、
そ
れ
に
は
「
雖
然
有
双
跡
」
と
あ
る
。
一
方
、
図
Ⅴ
は
『
続
志
』
巻
首
の
「
山
図
」（
民
国
己
未
、
一
九
一
九
年
、
朱
祥
麒
画
）
の
一
部
で
、
こ
こ
に
は
太
白
峰
の
中
腹
に
仏
蹟
石
と
し
て
右
足
の
石
碑
状
の
も
の
が
見
え
る
。
図
に
従
え
ば
仏
蹟
石
は
石
碑
状
の
も
の
と
い
え
る
が
、
『
天
童
寺
志
』
の
記
述
か
ら
す
る
と
自
然
石
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
「
仏
蹟
」
の
実
体
は
明
確
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
山
図
」
が
画
か
れ
た
時
期
に
は
仏
蹟
石
は
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
乾
道
四
明
図
経
』
巻
二
の
阿
育
王
山
広
利
寺
の
説
明
に
は
、
寺
之
東
北
峰
上
有
仏
左
足
跡
、
距
寺
一
二
里
。
輪
相
分
明
、
今
為
石
宇
以
覆
之
。
伝
者
謂
、
迦
葉
仏
之
跡
也
。
と
あ
り
、
阿
育
王
寺
の
東
北
の
峰
に
は
左
足
の
仏
足
が
あ
り
、
輪
相
が
分
明
で
あ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
法
輪
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
石
の
覆
い
屋
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、
迦
葉
仏
の
跡
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
自
然
石
か
石
碑
状
の
も
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
ま
た
迦
葉
仏
と
す
る
の
で
い
わ
ゆ
る
仏
足
か
は
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
天
童
寺
の
右
足
の
記
述
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
さ
て
既
に
ふ
れ
た
『
寧
波
市
史
』
の
巻
下
、
二
五
九
三
頁
に
は
阿
育
王
寺
景
区
の
「
仏
跡
岩
仏
跡
亭
」
を
説
明
し
て
、
岩
在
寺
后
山
腰
、
近
上
塔
、
有
石
階
可
登
。
上
有
亭
、
額〞
仏
跡
亭
〝、
高
振
書
。
亭
前
右
方
左
足
印
、
趾
朝
山
崖
、
下
陥
寸
許
、
大
常
人
。
伝
謂
迦
葉
仏
足
跡
、
右
足
存
太
白
山
。
亭
左
側
石
上
、
篆
書
〞
仏
跡
〝
二
字
、
字
大
盈
尺
、
上
下
款
題
漫
莫
弁
、
亦
作
仏
跡
峰
。
と
あ
る
。
阿
育
王
寺
の
裏
山
の
仏
跡
岩
の
仏
跡
亭
の
前
に
左
足
が
山
崖
に
あ
っ
て
わ
ず
か
に
凹
ん
で
お
り
、
常
人
の
足
よ
り
も
か
な
り
大
き
い
と
い
う
。
こ
れ
は
迦
葉
仏
の
足
跡
と
伝
え
ら
れ
、
右
足
は
天
童
寺
の
太
白
山
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
足
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石 田 肇
跡
は
『
四
明
図
経
』
の
説
明
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
石
を
足
跡
に
見
立
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
阿
育
王
寺
の
左
足
と
天
童
寺
の
右
足
が
一
対
の
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尚
、
図
Ⅵ
は
光
緒
『
県
志
』
巻
首
の
「
阿
育
王
寺
図
」
の
一
部
で
仏
跡
亭
が
見
え
る
。
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
未
詳
で
あ
る
の
で
後
考
に
待
ち
た
い
。
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
も
仏
足
石
信
仰
の
一
環
と
い
え
よ
う
。
E
福
建
省
?28
）
建
陽
・
仏
足
嶺
（
?
）
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
六
に
、
江
西
道
一
禅
師
漢
州
什
人
也
。（
中
略
）唐
開
元
中
、
習
禅
定
於
衡
嶽
伝
法
院
。（
中
略
）
始
自
建
陽
仏
迹
嶺
至
臨
川
。
と
あ
り
、
?
は
建
陽
の
話
と
し
て
、
仏
足
跡
が
あ
っ
た
の
で
仏
迹
嶺
の
名
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
仔
細
は
未
詳
で
自
然
石
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
仏
足
石
の
一
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。
尚
、『
宋
高
僧
伝
』巻
九
な
ど
に
よ
る
と
、
当
時
、
多
く
の
僧
侶
が
仏
迹
嶺
に
来
て
道
一
禅
師
に
師
事
し
た
と
い
う
。
?29
）
泉
州
・
仏
跡
寺
（
?
、
?
、
?
）
万
暦
『
泉
州
府
志
』
巻
二
四
の
「
寺
観
宮
廟
類
」
に
、
仏
跡
寺
在
三
都
、
唐
光
敬
二
年
建
、
今
廃
。
と
あ
り
、
?
は
仏
跡
寺
と
は
仏
足
跡
の
あ
る
寺
で
あ
る
と
し
、
い
つ
頃
の
こ
と
を
記
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
と
す
る
が
、
?
、
?
に
よ
り
、
泉
州
の
北
峰
石
坑
村
西
側
の
仏
跡
山
で
発
見
さ
れ
た
仏
足
跡
が
該
当
す
る
と
す
る
。
李
の
実
地
調
査
に
よ
る
と
か
な
り
風
化
の
進
ん
だ
約
一
三
五
×
一
〇
〇
×
七
五
㎝
の
自
然
石
に
右
足
が
陰
刻
さ
れ
、
残
っ
て
い
る
部
分
は
長
さ
約
四
八
、
指
の
付
け
根
の
幅
三
〇
、
か
か
と
の
幅
二
二
㎝
で
、
深
さ
は
五
か
ら
一
〇
㎝
と
す
る
。
図
Ⅶ
は
?
に
よ
る
が
不
鮮
明
で
あ
る
。
自
然
石
の
模
様
を
仏
足
に
見
立
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
F
河
南
省
?30
）
鞏
義
市
・
慈
雲
寺
（
?
、
?
、
?
）
鞏
義
市
の
慈
雲
寺
に
あ
る
仏
足
石
碑
で
大
殿
の
前
の
左
側
に
あ
り
、
?
に
よ
る
と
一
九
九
七
年
に
同
寺
の
遺
址
を
整
理
中
に
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
?
に
よ
る
と
円
首
で
通
高
一
二
〇
、
幅
六
〇
、
厚
さ
一
〇
㎝
で
あ
る
。
足
跡
は
長
さ
五
〇
、
幅
二
〇
㎝
で
、
臥
龍
寺
仏
足
石
碑
の
「
釈
迦
仏
手
字
」
な
ど
が
な
い
以
外
は
仏
足
跡
の
図
と
碑
文
は
臥
龍
寺
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
?
に
よ
る
と
碑
文
の
末
尾
二
行
に
、
天
順
四
年
庚
辰
歳
鞏
県
慈
雲
禅
寺
住
持
順
南
宗
重
石
匠
劉
福
陞
と
あ
り
、
こ
の
仏
足
石
碑
は
天
順
四
年
（
一
四
六
〇
）
の
も
の
で
あ
り
、
嘉
靖
四
五
年
（
一
五
六
六
）
の
少
林
寺
の
仏
足
石
碑
よ
り
一
〇
六
年
古
い
こ
と
に
な
る
。
尚
、
乾
隆
『
鞏
県
志
』
巻
一
五
に
よ
る
と
、
こ
の
年
、
慈
雲
寺
に
は
明
重
修
慈
雲
禅
寺
碑
が
建
碑
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
図
Ⅷ
は
?
に
よ
っ
て
お
り
、
碑
の
み
を
写
す
が
、
?
の
写
真
は
碑
の
周
り
も
写
し
て
お
り
、
こ
れ
よ
る
と
仏
足
石
碑
は
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
印
象
を
う
け
る
。
?31
）
開
封
市
・
相
国
寺
こ
の
仏
足
石
碑
の
存
在
は
筆
者
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
た
開
封
出
身
の
留
学
生
張
暁
宇
君
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。
相
国
寺
は
開
封
市
に
あ
る
臨
済
宗
の
著
名
な
寺
院
で
、
日
本
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
る
。
大
雄
宝
殿
裏
の
右
側
に
般
若
波
羅
密
多
心
経
碑
、
左
側
に
大
相
国
寺
碑
中
興
碑
（
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
り
、
前
者
の
碑
陰
に
仏
足
石
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
図
Ⅸ
は
仏
足
石
の
部
分
で
、
図
様
は
臥
龍
寺
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
図
Ⅹ
は
銘
文
の
後
半
で
あ
る
。
末
尾
三
行
を
示
す
と
、
農
歴ママ
甲
申
年
仲
夏
望
旦
吉
日
伝
臨
済
正
宗
第
四
十
四
世
嗣
祖
沙
門
心
広
同
門
人
上
石
公
元
二
零
零
四
年
監
院
源
傑
重
刊
于
大
相
国
寺
と
あ
っ
て
、
農
暦
甲
申
（
二
〇
〇
四
年
）
の
造
立
で
あ
る
。
後
掲
の
西
安
・
大
興
善
寺
の
仏
足
石
碑
と
と
も
に
新
し
い
仏
足
石
碑
の
例
で
あ
る
。
?32
）
南
陽
・
天
聖
院
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新知見の中国の仏足石いくつか
王
象
之
の
『
輿
地
碑
記
目
』
巻
四
は
「
金
州
碑
記
」
と
し
て
、
西
天
仏
足
碑
。
を
あ
げ
、
割
り
注
に
、
在
天
聖
院
。
と
し
て
い
る
。『
六
藝
之
一
録
』
巻
一
〇
八
は
『
輿
地
碑
記
目
』
に
よ
っ
て
い
る
が
、
「
金
州
碑
記
」
の
一
行
を
落
と
し
た
た
め
に
「
蓬
州
碑
記
」
と
誤
っ
て
い
る
。
金
州
す
な
わ
ち
河
南
省
の
南
陽
に
仏
足
石
碑
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、『
南
陽
県
志
』
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
委
細
は
未
詳
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
臥
龍
寺
系
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
G
重
慶
市
（
33
）
陵
・
想
思
寺
（
?
）
（
14
）
の
重
慶
市
州
・
想
思
寺
の
仏
足
石
の
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
魚
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
州
に
近
い
陵
の
想
思
寺
に
つ
い
て
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
五
に
、
州
想
思
寺
（
中
略
）
在
州
上
流
大
江
水
北
。
崖
側
有
銘
、
方
五
尺
許
、
字
如
掌
大
、
都
不
可
識
。
下
有
仏
迹
、
相
去
九
尺
、
長
三
尺
許
。
蹈
石
如
泥
、
道
俗
敬
重
。
と
あ
る
。
磨
崖
の
自
然
石
を
仏
足
石
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
34
）
大
足
県
・
大
足
宝
頂
山
（
?
）
宝
頂
山
の
小
仏
湾
聖
跡
池
に
仏
足
石
が
あ
り
、
?
に
よ
る
と
南
宋
前
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
図
?
の
よ
う
な
双
跡
の
も
の
で
、
仏
足
石
の
後
ろ
に
は
図
?
の
仏
陀
の
立
像
が
あ
り
、
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
仏
像
の
下
に
仏
足
石
が
あ
る
こ
と
は
後
掲
の
眉
山
市
・
法
宝
寺
の
仏
足
石
と
同
じ
型
式
で
あ
る
。
両
足
の
間
に
文
字
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
「
釈
迦
仏
足
・
・
・
・
・
」、
向
か
っ
て
右
側
に
「
天
竜
八
部
・
・
・
・
・
」
と
あ
り
、
左
側
は
消
え
て
い
る
。
H
四
川
省
（
35
）
眉
山
市
東
坡
区
・
法
宝
寺
（
?
）
?
に
よ
る
と
、
法
宝
寺
磨
崖
造
像
に
刻
さ
れ
た
盛
唐
の
仏
足
石
で
。
図
??
、
図
??
の
よ
う
に
結
坐
し
た
仏
像
の
下
の
大
蓮
華
に
右
足
が
横
向
き
に
あ
り
、
宝
輪
と
双
魚
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
磨
崖
の
向
か
っ
て
右
側
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
左
側
に
は
九
段
に
わ
た
っ
て
十
五
か
ら
二
十
の
供
養
菩
薩
が
造
像
さ
れ
て
お
り
、
五
体
投
地
す
る
者
、
楽
器
を
演
奏
す
る
者
、
舞
踏
す
る
者
、
香
華
を
捧
げ
る
者
な
ど
様
々
で
あ
る
。
（
36
）
成
都
市
新
区
・
正
因
寺
（
?
）
?
に
よ
る
と
、
正
因
寺
の
梁
の
大
同
六
年
（
五
四
〇
）
の
千
仏
像
碑
の
魑
首
に
図
??
の
よ
う
に
横
向
き
に
右
足
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
碑
高
は
一
七
五
、
幅
六
五
、
厚
さ
一
四
㎝
の
大
き
さ
で
、
碑
陽
と
碑
陰
の
題
額
の
部
分
の
造
像
は
補
刻
さ
れ
た
も
の
で
、
盛
唐
・
中
唐
の
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
足
跡
の
上
に
は
仏
陀
の
立
像
が
あ
り
、足
跡
の
両
側
に
は
花
を
捧
げ
る
供
養
人
が
彫
ら
れ
て
い
る
。前
掲（
35
）
法
宝
寺
と
似
た
型
式
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
碑
は
も
と
は
正
因
寺
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
文
化
大
革
命
中
に
橋
の
部
材
に
使
わ
れ
た
た
め
に
ひ
ど
く
破
損
し
、
一
九
七
三
年
に
新
区
の
宝
光
寺
に
収
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
I
雲
南
省
（
37
）
西
双
版
納
景
洪
市
・
曼
飛
龍
筍
塔
（
?
）
?
は
曼
飛
龍
筍
塔
下
の
窟
院
に
あ
る
仏
足
石
の
写
真
を
掲
載
す
る
が
不
鮮
明
で
形
状
は
わ
か
ら
な
い
。お
そ
ら
く
自
然
石
を
仏
足
石
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
38
）
徳
宏
族
景
頗
族
自
治
州
・
瑞
麗
山
中
（
?
）
?
は
瑞
麗
山
中
と
す
る
の
み
で
詳
し
い
場
所
は
未
詳
で
あ
る
。
徳
宏
族
景
頗
族
自
治
州
に
瑞
麗
市
が
あ
る
の
で
瑞
麗
山
は
瑞
麗
市
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
?
は
写
真
を
掲
載
す
る
が
不
鮮
明
で
あ
り
、
そ
の
形
状
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
自
然
石
を
仏
足
石
に
見
立
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
J
陝
西
省
（
39
）
咸
陽
・
仏
跡
寺
（
?
）
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
五
に
、
釈
智
曠
（
中
略
）、
于
咸
陽
造
仏
跡
寺
。（
中
略
）
以
開
皇
二
十
年
九
月
二
十
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四
日
、
終
于
四
望
開
聖
寺
。
と
あ
り
、
そ
の
実
体
は
未
詳
で
あ
る
が
、
開
皇
二
十
年
以
前
に
仏
跡
寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
?
は
前
掲
（
12
）
梁
簡
文
帝
仏
跡
の
記
述
を
も
踏
ま
え
て
、
玄
が
仏
足
石
を
紹
介
す
る
以
前
に
仏
足
石
が
伝
播
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
（
40
）
西
安
・
大
興
善
寺
大
興
善
寺
は
い
わ
ゆ
る
大
雁
塔
の
こ
と
で
、こ
こ
に
新
し
い
仏
足
石
碑
が
あ
る
。
十
数
年
前
、
筆
者
が
訪
ね
た
折
に
は
大
雁
塔
に
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
図
??
の
よ
う
な
も
の
で
臥
龍
寺
の
写
し
で
あ
る
。
碑
文
の
末
尾
を
あ
げ
る
と
、
仏
暦
二
千
五
百
三
十
二
年
大
興
善
寺
主
持
慧
雨
敬
立
と
あ
っ
て
仏
暦
二
五
三
二
年
つ
ま
り
西
暦
一
九
八
八
年
の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
近
年
に
大
雁
塔
に
置
か
れ
た
と
仄
聞
し
て
い
る
。
四
以
上
、（
22
）
か
ら
（
40
）
ま
で
、
ほ
ぼ
こ
の
三
十
年
の
間
に
知
ら
れ
た
新
知
見
の
仏
足
石
に
つ
い
て
記
し
、
な
ら
び
に
（
18
）
の
補
記
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
?
一
?
現
存
仏
足
石
で
、（
22
）
霊
光
寺
、（
23
）
褒
禅
寺
、（
25
）
塔
院
寺
、（
30
）
慈
雲
寺
、（
31
）
相
国
寺
（
40
）
大
興
善
寺
は
み
な
臥
龍
寺
系
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、（
34
）
大
足
宝
頂
山
、（
35
）
法
宝
寺
、（
36
）
正
因
寺
は
仏
陀
の
像
の
下
に
足
跡
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
み
な
四
川
省
の
も
の
で
、
従
来
、
知
ら
れ
て
い
な
い
類
型
で
あ
る
。
ま
た
（
24
）
雍
和
宮
、（
26
）
慈
灯
寺
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
系
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、（
18
）
若
山
は
お
そ
ら
く
は
磨
崖
の
自
然
石
と
推
測
さ
れ
、（
27
）
天
童
寺
と
阿
育
王
寺
、（
29
）仏
跡
寺
も
自
然
石
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
皆
、
詳
細
な
状
況
の
確
認
が
求
め
ら
れ
る
。（
37
）
曼
飛
龍
筍
塔
、（
38
）
瑞
麗
山
は
と
も
に
自
然
石
で
、
雲
南
省
に
あ
る
。
?
二
?
嘗
て
存
在
し
た
と
お
も
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
一
応
、（
28
）
仏
足
嶺
を
あ
げ
う
る
が
、
自
然
石
の
可
能
性
も
あ
る
。（
32
）天
聖
院
は
臥
龍
寺
系
の
仏
足
石
碑
で
あ
ろ
う
。（
33
）
想
思
寺
は
自
然
石
で
あ
ろ
う
。（
39
）
仏
跡
寺
の
実
体
は
未
詳
で
あ
る
が
、
仏
足
石
の
伝
来
の
時
期
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、臥
龍
寺
系
の
仏
足
石
碑
の
多
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
一
方
、
四
川
省
に
見
ら
れ
る
仏
陀
の
下
に
足
跡
の
あ
る
類
型
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
磨
崖
の
研
究
が
進
む
と
同
様
の
類
型
の
も
の
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
系
の
も
の
も
同
様
で
あ
る
。
今
後
の
新
し
い
調
査
や
地
方
志
、
金
石
関
係
書
な
ど
の
精
査
が
す
す
め
ば
新
知
見
が
増
え
る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
四
川
省
に
見
ら
れ
る
類
型
は
注
目
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。自
然
石
を
仏
足
に
見
立
て
た
例
も
今
後
多
く
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
足
跡
信
仰
と
の
関
わ
り
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
仏
足
石
の
伝
来
時
期
に
つ
い
て
、
従
来
は
玄
の
帰
国
し
た
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）、あ
る
い
は
王
玄
策
が
帰
国
し
た
貞
観
二
十
二
年
あ
る
い
は
二
十
三
年
頃
の
こ
と
で
、
七
世
紀
の
中
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
?
で（
12
）
の
梁
簡
文
帝
（
五
〇
三
〜
五
二
、
在
位
五
五
〇
〜
五
二
）
仏
跡
を
取
り
上
げ
、
従
来
よ
り
約
一
世
紀
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
?
で
李
静
傑
は
（
12
）
と
と
も
に
（
39
）
を
あ
げ
、
そ
の
時
期
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
の
可
能
性
を
記
し
て
い
る
。
新
し
い
資
料
あ
る
い
は
史
料
の
出
現
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
ま
た
（
31
）
の
相
国
寺
、（
40
）
の
大
興
善
寺
の
よ
う
な
新
し
い
仏
足
石
碑
が
造
立
さ
れ
て
い
る
の
は
何
を
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
か
だ
か
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。（
18
）の
補
記
で
記
し
た
よ
う
に
香
山
寺
は
八
景
の
一
つ
と
し
て
仏
足
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
の
か
関
心
が
持
た
れ
よ
う
。
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
八
日
稿
）
（
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
六
日
受
理
）
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図? (26)慈灯寺
図? (24)雍和宮
図? (22)霊光寺
図? (23)褒禅寺
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図? (27)『 県志』
図? (27)『天童寺続志』
図? (30)慈雲寺
図? (29)仏跡寺
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新知見の中国の仏足石いくつか
図? (31)相国寺
図? (32)相国寺
図? (34)大足宝頂山 図? (34)大足宝頂山
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図?? (36)法宝寺
図?? (36)法宝寺
図?? (36)正因寺
図?? (40)大興善寺
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